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京都ウオーキングだより 
            

NPO 法人 京都府ウオーキング協会 （NPO Kyoto Walking Association）   
〒600-8148  京都市下京区東洞院通り七条上ル飴屋町２４９番地 木村ビル２階  

ＫＷＡ事務所の休日：火・木・土・日曜日、祝日と協会指定日  開所時間：10:00-16:00  

電話：075-353-6464 ファックス：075-352-4600  郵便振替口座：00950-3-78401 

ホームページ  http: // www.kyoto-kwa.com      編集人 西田 猛   
メール連絡は、上記ホームページからアクセス下さい            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                               
     
 
 
 

  

京都の盛大な、お盆行事「五山送り火」は、人々の無病息災・先祖供養などを祈って毎年開催されてい

ますが、行事の歴史を辿ると意外なことに驚きます。昔は複数の山々が独自の「寺院・信仰・地域性」に基

づき「送り火」を、保存・継承していました。６５年前に、京都市の提案で「五山送り火連合会」が設立され、

今日の姿となっています。という背景のもと、１６日にはそれぞれの歴史を訪ねてみましょう。 

前日の１５日には、大文字観望ウオークをお楽しみ下さい。   

８月１５日（金） 琵琶湖疏水と大文字観望Ｗ １３㌔  自由歩行 

受付時刻： ９：３０～１０：００  ラクト山科公園（ＪＲ琵琶湖線山科駅） 

ゴ ー ル ： １４：００頃  出町柳鴨川公園  最寄駅： 京阪・出町柳駅  

コ ー ス ： ラクト山科公園～琵琶湖疏水～天智天皇陵～永興寺前広場～日ノ岡第１１号橋 ～ 

        田辺朔郎博士の像～南禅寺～岡崎公園～吉田山（大文字火床観望）～出町柳鴨川公園 

参 加 費 ： 会員無料 一般５００円 他協会３００円 中学生以下無料  

途中でのドリンク提供はありませんので、各自でご用意ください。 
             

特別例会  ８月１６日（土）第３３回 京都五山送り火Ｗ １７㌔ 京都―07 自由歩行 

受付時刻： １４：３０～１５：００   ＪＲ嵯峨野線嵯峨嵐山駅  たそがれウオーク        

ゴ ー ル ： １９：３０頃  出町柳鴨川河川敷  最寄駅： 京阪・出町柳駅 

コ ー ス ： ＪＲ嵯峨嵐山駅～嵯峨野～仁和寺～船岡山～北大路通り～鴨川～出町柳鴨川河川敷  

参 加 費 ： 会員・他協会・一般 ５００円  中学生以下無料 

途中でのドリンク提供はありません。ゴールでの抽選会もありません。 
    
★両コースともＪＲふれあいハイキングの対象です。  

ホームページもご利用下さい。 ＮＰＯ法人京都府ウオーキング協会 検  索 

琵琶湖疏水と大文字観望ウオーク & 
 特別例会 第３３回 京都五山送り火ウオーク 

★お知らせ★ （KWA 発行カード<黄、赤、白色>）を、お忘れの場合は、「参加申込票」に記入願います。会員証をお忘れ

の方は、受付に申告ください。 

「参加申込票」は、当日会場で入手頂くか、事前にホームページからダウンロード頂けます。 

吉田山から観望 広沢池畔の茶店 水路閣を行く 会長が出発見送り 
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昔、京と若狭を結び、若狭の海産物を運んでいた街道は、主にさばを運んでいたため、「さば街

道」と呼ばれています。「京は遠ても十八里（７２ｋｍ）」と言われてＫＷＡ夏恒例の「さば街道」ウオー

クを、今年も前夜泊で、小浜・いづみ商店街から京都・出町柳桝形商店街に向けて二日間掛けて

歩きます。 

日時： ７月１９日（土）～２１日（祝・月）  前泊を含め２泊３日 

行程： １９日（土）  せっかくウオーク  コース未定（１０㌔） （小浜・若杉末広亭泊） 

 ２０日（日） 小浜（いづみ商店街さば街道始点）～瓜破の滝～熊川宿～朽木宿～梅ノ木（石楠

花山荘泊） 約４５㌔ 

 ２１日（祝・月） 梅ノ木～明王院～花折峠～途中～大原～八瀬～下鴨神社～出町柳・桝形商

店街（さば街道終点）   約３５㌔ 
    
参 加 費 ： ３００００円 （募集は終了しています。） 

 

 

ファミリーコース ７月６日（日） １２㌔ 

伏見・名水巡り  
京都・伏見は、かつて「伏水」と書かれたほど、

良質の地下水に恵まれた地です。人々はその水

を神仏に供えて感謝し、酒づくりや料理に用いて

きました。「おいしい水ある処に、おいしい酒あ

り」と言われる酒蔵や名水を順に巡ります。 
 

受 付 ： ９：３０～１０：００  

    藤森神社（ＪＲ奈良線ＪＲ藤森駅）  

ゴール： １４：００頃 ＪＲ桃山駅  

コース： 藤森神社～清和荘（清和の井）～城

南宮（菊水若水）～キンシ正宗（常磐の水）～

大黒寺（金運清水）～御香宮神社（御香水）～

鳥せい本店（白菊水）～キザクラカッパカントリ

ー（伏水）～乃木神社（勝水）～ＪＲ桃山駅 

月例会のお知らせ 

特別例会・会員限定 第２７回 さば街道ウオーク 

 ７月１７日（木）  １０㌔ 
第226 回 特別基地ウオーク  
祇園祭前祭観賞ウオーク   
祇園祭の由来は今からおよそ１１００年前、平安時

代に京都で流行した疫病を鎮めるため、「祇園社（ぎ

おんしゃ）」（現・八坂神社）にて多くの鉾をつくり疫病

の退散を祈願したのが始まりです。綿々と庶民が支

えてきた山鉾巡行の勇壮な姿や振る舞いは、人々を

ひきつけてやみません。 
受 付 ： 9:00～9:30 

 ＪＲ京都駅中央口駅前広場  

ゴール： １４：００頃 ＪＲ京都駅  

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～五条公園～木屋町通り

～ゼスト地下街～京都市役所前（祇園祭巡

行観賞）～二条通り～堀川通り～ＪＲ京都駅 

参加費： 

３００円 

これらの例会はＪＲふれあいの対象です 

函谷鉾 御香宮神社（御香水） 

桝形商店街にゴール 前夜祭 
１日目八幡神社 
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観にウオーク  
世界遺産・二条城を訪ねて  

新選組と大政奉還を巡る 

日 時 ： ５月２２日(木)   曇り 

参加人数： ３５名   距離： ８㌔ 

担 当 ： 中川リーダー   

 

歴史とは逆向きに、新選組の屯所跡、新選組最後

の洛中屋敷跡、西本願寺の太鼓楼、新選組第一屯

所跡に建つ八木邸・旧前川邸を順に巡りました。新

選組の歴史に興味を持つ人が多く、熱心に見学さ

れていました。三条大宮公園で昼食休憩後、二条城

受付で、庭園のみの方、庭園及び二の丸御殿の方

と２組に分かれて、のんびりと拝観し、自由解散しま

特別基地ウオーク  第 225 回 
「葵祭」観賞ウオーク 

日 時 ： ５月１５日(木)   晴れ 

参加人数： １９６名   距離： １３㌔ 

担   当 ： 森リーダー  

参加者は京都駅を出発、京都御苑・間之町口

を経て集合地点に到着。ＫＷＡスタッフから IVV

を受け取り、各人がお好みの地点で、行列の進

行を待ちました。予定時刻になると、平安騎馬隊

（京都府警察騎馬隊）が先導、平安時代の役人、

宮中人、女人などが、艶やか装いで行列されて

いました。行列は、役人などの本隊、それに続き

斎王代を中心とする女人列となります。祭りのヒロ

イン斎王代が乗る輿が近づくと、周囲の観客が一

斉に声をあげ、カメラやスマホのシャッター嵐が

 ファミリーコース 
木津川流れ橋から石清水八幡宮へ 

日 時 ： ５月６日(祝・火)  雨  

参加人数： ６９名   距離： １２㌔ 

担 当 ： 依田リーダー 

生憎雨の為、ＪＲ新田駅の軒先を借りて受付をしま

した。新田駅を出発して、雨の農道を進んで堤防に

上がると、流れ橋が遠くに見えました。欄干のない

木の橋の真ん中を渡って対岸の土手を上ったところ

島莚田（むしろで

ん）町、下津林前

泓（まえふけ）町

と回って、ＪＲ桂

川駅にゴールし

ました。寒いくら

いの天気でした。 

の東屋で、本日のウオーキングは打ち切りとなりまし

た。 四季彩館で昼食の後、大半の方は地図を頼り

例会の活動報告 

巻き起こりました。大き

な花笠の下の女官、馬

を乗りこなす騎女等、逞

しい女官が行進され、

牛車には藤、杜若、紅

梅などの花が豪華に飾

られておりました。 各

衣装の、色、形、文様

等、深い時代考証の下

に再現されたとの事で

す。５００名を越す保存会

の方々の努力に感謝いた

しました。 

風流笠 

に石清水八幡宮ま

で進まれ、残りの人

は同じ道を戻り近鉄

大久保駅にゴール

しました。 

前泓橋 

流れ橋 

した。二条城の広さ

を、改めて実感し帰

路に着きました。 

 

角屋を前に説明を聞く 

ファミリーウオーク 

京都難読地名を巡る….西京地区  
日 時 ： ５月２５日(日)   曇り 

参加人数： １３５名   距離： １２㌔ 

担  当 ： 中川リーダー  

夜来の強い雨も止んだＪＲ嵯峨嵐山駅を出発

して、渡月橋を渡りました。サイクリングロードを

通り経て西芳寺川に至りました。嵐山で分水さ

れた川と交差する際にサイフォンの原理を利用

する施設を見て、西京地区の難読地名を巡りま

した。最初に松室吾田神（あたがみ）町。各町の

広報板に難読町名を求め山田弦馳（つるはぜ）

町、桂艮（うしとら）町、桂坤（ひつじさる）町とめ

ぐり、川島児童公園で昼食。午後は残りの、川

斎王代 
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あとがき  

二十四節季夏至のころ京都では、水無月を食べる習慣があ

ります。水無月は、三角形にカットされたういろうで、庶民に氷

が貴重だった時代、「ういろう」を氷に見立てて食べたのが始ま

りとされています。     ≪編集 阿部・中川・西田≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
        

 

 
      
お知らせ      
    

特別基地第２２７回 「平安神宮神苑無料拝観」ウオーク    
日   時 ： ９月１９日（金）  

受  付 ： ＪＲ京都駅中央口駅前広場  ９：３０～１０：００ 

ゴ ー ル ： ＪＲ京都駅 １４：００頃    

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～川端通り～三条大橋～神宮道～平安神宮（神苑拝観）～冷泉通り～木屋町通

～五条公園～ＪＲ京都駅  

距   離 ： １０㌔   参加費： ３００円  
     

特別基地第２２８回 「時代祭」観賞ウオーク  
日 時 ： １０月２２日(水) 

受  付 ： ＪＲ京都駅中央口駅前広場  １０：００～１０：３０  

ゴ ー ル ： ＪＲ京都駅 １４：００頃    

コ ー ス ： ＪＲ京都駅～烏丸通り～京都御苑（時代祭観賞）～堀川遊歩道～東本願寺～ＪＲ京都駅      

距   離 ： １３㌔    参加費： ３００円 
    

第１２２回 ふれあいウオーキング教室  
 
日 時： ９月１１日（木） 

集 合： ９：３０    集合場所： ＪＲ京都駅中央口駅前広場   

教 室： NPO 法人京都府ウオーキング協会事務所など  受講費： １０００円  

申込先： NPO 法人京都府ウオーキング協会  電話：075-353-6464 ファックス：075-352-4600 

★ 受講希望者は、９月４日（一週間前）までに協会事務局にお申込みください。   
      

 

 

会員を増やそう！ 

 一緒に歩く仲間を一人でも増やすことが 

ＫＷＡの健全な運営に必要です。お友達や

ご近所の方に声を掛けましょう。 

会員数 ３２２名（5 月２５日現在） 

ファミリーウオーク   

京のわらべうたを歩く 
日   時 ： 6 月１日（日） 曇り 
参加人数： ２２５名  距離： １３㌔担  

当 ： 池内リーダー   

６月に入って最初の日曜日、久しぶりに雨

の心配のない清々しい朝、梅小路京都西駅前

広場に集合。受付後、自由歩行で出発。わら

べうたの歌詞、「十条の羅城門、九条のおね

ぎ、八条の竹の子掘り、七条のおいも掘り」は

省略し、五条の橋弁慶で歌われている五条大

橋手前の牛若丸と弁慶の石像を道路越しに

観て、川端通りを北進、「四条のしばい」で、四

条大橋の袂にある、南座、出雲の阿国像を眺

め三条大橋に進みました。「三条のみすやば

り」で歌われている「みすや針」、休日で中に

入れず前を素通り。富小路殿公園で、昼食休憩。

薬にまつわる神々を祀る神祠・薬祖神祠を参拝し、

「二条のきぐすり」でうたわれている「山村寿芳堂」

を横に見て、東堀川通りを北進「一条の戻り橋」で

歌われている戻り橋をじっくり見て直進、数人の人

は、橋を渡り、遠回りして「晴明神社」を参拝して今

出川通りに戻り、烏丸今出川交差点北西角で IVV

この印は、ＪＲふれあいの対象です 

例会の活動報告 

を受け取り無事

ゴ ー ル し ま し

た。スマホでダ

ウンロードした

「京のわらべう

た」の曲も聞こ

え、童心に帰っ

た一日でした。 

四条大橋 出雲の阿国像前で 


